
様式６－２（市ＨＰ公開用）

事故分類 労働災害 発生日時 工事関係者区分

事故区分 墜落・転落 性別 男性 年齢 67 業種区分 建築

被災程度 事故レベル Ⅱ 休業見込日数 不明

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

公 共 工 事 等 事 故 情 報

　床面の点検口などを開口して作業を行う際は、バリケードの設置及び注意喚起標示を厳守すること
を周知・徹底した。

事故状況図

改善状況図

令和4年12月22日（木曜日）　　9時38分

重症

　通水試験のため地下ピット点検口１箇所を開け、内部でバルブ操作を行った後、最寄りの水栓にて
通水確認を行うために現場を離れたところ、社内検査中であった関連工事（建築工事）の検査員が開
口部に気付かずに足を踏み入れ、点検口外枠にわき腹を強打し受傷したもの。

　点検口が開いたままの状態にもかかわらず柵等の設置を怠ったため。

新築衛生設備工事

上方を確認しながら

後ろ向きで進行

足を踏み入れ、点検口

外枠にてわき腹強打
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